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研究成果の概要（和文）：　本研究は地域を基盤としたソーシャルワークをめぐる特質の一つである「個を支える地域
をつくる援助」と「地域福祉の基盤づくり」をつなぐ「個を支える地域をつくる援助」に焦点を当て、そこでのワーカ
ー機能の明確化に取り組むとともに、高次脳機能障害のある本人の力を活用したソーシャルワークに関する研究に取り
組んだ。「個を支える地域をつくる援助」のワーカー機能では「個と地域の間にプラスの相互作用が生じるように働き
かける」等の８つの機能を明らかにした。高次脳機能障害のある本人の力を活用したソーシャルワークでは「自己の認
識と事実のずれ」など生活のしづらさを整理し、それぞれの課題に対する働きかけを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：　In community-based social work, social workers have to help individual and 
community at the same time. And social workers must promote making the foundation of community welfare. 
This study focuses on the social worker’s functions for helping community which supports the individual. 
In addition, the way to make use of the competency of people with higher brain dysfunction in social work 
practice is studied.
　In result, it was found that the social worker’s functions for helping community to support individual 
have eight functions. For example, it is the approach to make a good interaction between individual and 
community. The way to make use of the competency of people with higher brain dysfunction was discussed 
about their life difficulties and the approach for solving them.

研究分野： 社会福祉学

キーワード： ソーシャルワーク　総合相談　地域包括ケア　当事者　権利擁護
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）「個を支える地域をつくる援助」にお
けるワーカーの機能 
 近年、わが国の福祉施策は、地域包括ケア
システムや地域包括支援センターに顕著に
みられるように、日常生活圏域等の一定のエ
リアを基盤とした総合相談体制を推し進め
ようとしている。この一定圏域における総合
相談を支える実践理論が「地域を基盤とした
ソーシャルワーク」である。その特質は、「個
を地域で支える援助」と「個を支える地域を
つくる援助」という２つのアプローチを一体
的に推進する点にある。そして地域を基盤と
したソーシャルワークの実践を積み重ねて
いくことにより、「地域福祉の基盤づくり」
につなげていくことが求められる。 
これまでのわが国での地域ベースでのソ

ーシャルワーク実践を振り返ると、地域包括
支援センター等を中心として「地域を基盤と
した総合相談」が展開されるようになり、「個
を地域で支える援助」の取り組みはかなり促
進されてきた。どこまで個を地域で支えるこ
とができたかどうかは検証の必要があるが、
少なくとも「個別支援」については有意義な
実践が相当蓄積されてきたといえる。 
一方、「地域福祉の基盤づくり」の実践も、

社会福祉協議会を中心として地域住民によ
る小地域福祉活動の活性化、福祉教育の取り
組み、地域福祉計画の策定等、多様な取り組
みが蓄積されてきた。 
しかしながら、「個を支える地域をつくる

援助」と「地域福祉の基盤づくり」をつなぐ
「個を支える地域をつくる援助」の取り組み
に関しては、理論的にも実践的にも十分に明
確にされていない。本研究においては、この
「個を支える地域をつくる援助」に焦点化し
た。 
 
（２）高次脳機能障害の本人の力を活用した
ソーシャルワーク 
高次脳機能障害者への支援は、診断基準や

訓練プログラムの明確化など医療領域での
取り組みは進むものの、障害者の権利擁護の
観点から地域社会のなかで障害者一人ひと
りの能力と適性に基づいた個別支援と障害
者を支える地域社会づくりを進める有効な
方法は未だ確立されていない状況にある。ま
た、障害者総合支援法においてケアマネジメ
ントが義務化されたなか、障害者が地域で継
続して生活できるような援助方法の確立が
急がれている。 
 
２．研究の目的 
（１）「個を支える地域をつくる援助」にお
けるワーカーの機能 
地域を基盤としたソーシャルワークの特

質の１つである「個を地域で支える援助」と
「個を支える地域をつくる援助」という２つ
のアプローチのうち、「個を支える地域をつ
くる援助」に焦点を当て、そのワーカー機能

を明確にすることを目的とした。 
そこでのソーシャルワーカーの機能を明

らかにすることは、地域を基盤としたソーシ
ャルワークにおける理論的発展と地域福祉
との関係を明確にすることができる。 
 
（２）高次脳機能障害の本人の力を活用した
ソーシャルワーク 
地域で生活する高次脳機能障害者の語り

に焦点をあて、障害特性によって生起する社
会生活上の「生活のしづらさ」とその構造に
ついて明らかにし、ソーシャルワーク実践に
おける働きかけの焦点を明示することにあ
る。併せて、本人の問題解決のプロセスを可
視化することを通じて、対象認識を明確化し
ソーシャルワーク実践の方向性を提示する
ことを目的とした。 
 
３．研究の方法 
（１）「個を支える地域をつくる援助」にお
けるワーカーの機能 
 社会福祉士の資格を有し、かつ地域を基盤
として活動するソーシャルワーカー３名か
ら「個を支える地域をつくる援助」として実
践した事例の提供を依頼し、その事例におけ
るワーカーの働きかけの意図に関するイン
タビュー調査を定期的に実施した（2012（平
成 24）年８月から 2014（平成 26）年 12 月
までのおおむね月１回の頻度で計 15回実施）。
得られたデータについては、逐語に起こし、
コーディングとカテゴリー化を図って質的
に分析し、「個を支える地域をつくる援助」
におけるワーカー機能の明確化に取り組ん
だ。 
 
（２）高次脳機能障害の本人の力を活用した
ソーシャルワーク 
当事者へのインタビュー調査にてデータ

収集を行った。生活のしづらさに関する研究
では、当事者５名にインタビューを実施し、
結果の一般化を図るため質的(定性的)分析
法にて分析した。他方、対象認識に関する研
究では、障害との関連を深く抽出するため、
言語による情報提供が可能な２名の当事者
を対象にナラティブ・インタビューおよびナ
ラティブ分析を実施した。 
 
４．研究成果 
（１）「個を支える地域をつくる援助」にお
けるワーカーの機能 
インタビュー調査で得られたデータを分

析した結果、26 のコードと８つのカテゴリー
を生成した。その８つのカテゴリーを「個を
支える地域をつくる援助」としてのワーカー
機能としてとらえた。表１は、それらを一覧
にして示したものである。以下、順にその概
要を述べていく。 
 
 
 



表１「個を支える地域をつくる援助」におけるワ
ーカーの８つの機能と 26 のコード 

１．個と地域の間にプラスの相互作用が生じるように
働きかける 

①本人に地域への理解を促し、地域に対するプラスの
感情が生じるように働きかける 

②地域における支援は、支えあう活動であることを住
民に示す 

③住民の本人理解を通して、住民と本人の関係を良好
な関係に転化させる 

２．個に向けてワーカーと地域が協働して支援できる
ようにする 

④課題を抱える個に対する住民の気づきを専門職が支
える 

⑤課題を抱える個に対する地域における支援への住民
の理解を促す 

⑥地域が担える個を支える力を見極める 

３．個の支援への積極的な参加を地域に促す 

⑦個に対して地域ができる支援について具体的に考え
ることを促す 

⑧住民の地域における支援者としての役割を知らせる 
⑨住民に本人の支援の担い手として支援へ参画するこ
とを促す 

４．個と地域の間に支援関係を構築する 

⑩地域による支援を受け入れることを本人に促す 
⑪地域が支援の担い手として受け手のニーズを認識
し、地域での支援に向けての体制を整えることを促
す 

⑫支援の担い手と受け手として、支援関係を築く場を
設定する 

５．地域による個への支援の質を深める 

⑬支援者間の連携を強化する 
⑭住民による支援の質を向上させる 
⑮住民による支援を活性化させる 
⑯専門職と住民の支援の協働のあり方について伝える 
⑰本人のニーズに合わせた支援を展開することを示す 

６．地域による個の支援の広がりを促す 

⑱本人の支援者の広がりを促す 

７．新たなニーズへの気づきを地域に促す 

⑲住民に地域における支援の効力感を感じさせる 
⑳課題を抱える個に対する地域による支援について考
える機会を提供する 

㉑地域に支援を要する人が新たにいることへの気づき
を促す 

８．個を支援する環境を整える 

㉒住民が地域における支援の有用感を感じることで、
地域における支援の質の向上を図ることを促す 

㉓課題を抱える個に対する支援を地域全体の取り組み
とする 

㉔専門職と地域が協働して個を支えるための連携体制
を築く 

㉕課題を抱える個が地域で暮らすために専門職の責務
について示す 

㉖個を支える地域としての基盤をより強化させる 

 
①個と地域の間にプラスの相互作用が生じ
るように働きかける 
 このカテゴリーは、①本人に地域への理解
を促し、地域に対するプラスの感情が生じる
ように働きかける、②地域における支援は、
支えあう活動であることを住民に示す、③住
民の本人理解をとおして、住民と本人の関係
を良好な関係に転化させる、という３つのコ
ードからなるものである。 

 地域生活上の何らかのニーズを抱える本
人を地域で支えていくうえにおいて、本人と
地域住民等の間に良好な関係が構築されて
いることが前提になければならない。そこで、
ワーカーは、本人に対して地域が支援するこ
とへのプラスの感情が生まれるように働き
かけたり、地域に対しては一方的に支えるの
ではなく、お互いに支えあう支援を行ってい
くのであるという理解を促したりすること
によって、本人と地域住民との間にプラスの
相互作用が生じるように働きかけていく。 
 
②個に向けてワーカーと地域が協働して支
援できるようにする 
 このカテゴリーは、④課題を抱える個に対
する住民の気づきを専門職が支える、⑤課題
を抱える個に対する地域における支援への
住民の理解を促す、⑥地域が担える個を支え
る力を見極める、の３つのコードからなるも
のである。 
 地域住民が本人の地域生活におけるニー
ズに気づいたり、ワーカーから地域の支援を
必要とする人が存在していることを伝える
だけでなく、そこから具体的に地域住民が支
援を行う行動へと展開させていく働きかけ
が求められる。 
その働きかけとして、ワーカーは、個が抱え
る課題に対する住民の気づきを支える働き
かけを行ったり、支援の必要性に関する地域
住民の理解を促したり、具体的な協働へとつ
なげていくために、地域がどのような支援を
担うことができるのかを見極めるなどを行
っていく。 
 
③個の支援への積極的な参加を地域に促す 
 このカテゴリーは、⑦個に対して地域がで
きる支援について具体的に考えることを促
す、⑧住民の地域における支援者としての役
割を知らせる、⑨住民に本人の支援の担い手
として支援へ参画することを促すという３
つのコードからなるものである。 
 「個を支える地域をつくる」援助において
は、インフォーマルサポートへの参加はワー
カーが強制的に促すものではなく、住民の積
極な姿勢を促すことが求められる。そのため
に、ワーカーは、具体的に地域住民たちでで
きることは何かを考えることを促したり、支
援者としての役割があることを伝えたり、そ
して本人を支える担い手として支援に参画
することを促すなどの働きかけを行ってい
く。 
 
④個と地域の間に支援関係を構築する 
 このカテゴリーは、⑩地域による支援を受
け入れることを本人に促す、⑪地域が支援の
担い手として受け手のニーズを認識し、地域
での支援に向けての体制を整えることを促
す、⑫支援の担い手と受け手として、支援関
係を築く場を設定する、という３つのコード
からなるものである。 



 地域住民が支援の担い手として本人と支
援関係を構築していくために、ワーカーは、
本人に対して地域からの支援を受け入れる
ように促したり、地域住民が支援の担い手と
して本人のニーズを認識し、自分たちで支援
を実際に行っていく体制を整えるように支
えたり、本人と地域が支援関係を結ぶことが
できるように出会いの場を設けるなどの働
きかけを行う。 
 
⑤地域による個への支援の質を深める 
 このカテゴリーは、⑬支援者間の連携を強
化する、⑭住民による支援の質を向上させる、
⑮住民による支援を活性化させる、⑯専門職
と住民の支援の協働のあり方について伝え
る、⑰本人のニーズに合わせた支援を展開す
ることを示す、という５つのコードからなる。 
 本人の抱える課題は時間の経過とともに
変化していくが、その変化に適切に対応して
いくことが地域住民による支援においても
求められる。そして、より本人が本人らしく
地域での生活を継続できるように支援して
いくことが重要である。そのために、ワーカ
ーは支援者間の連携を強化したり、情報提供
などを行うことで地域住民による支援の質
を向上させたり、地域住民の支援に対する評
価を行うことでさらなる支援の活性化をは
かるなどの働きかけを行う。 
 
⑥地域による個への支援のひろがりを促す 
 このカテゴリーは、⑱本人の支援者の広が
りを促す、というコードからなる。課題を抱
える本人のニーズは多様に変化し、多方面か
らの協力を得て支援を組み立てることが求
められる。ワーカーは、多様な住民が本人の
支援に関わることができるように働きかけ
ていく。 
 
⑦新たなニーズへの気づきを地域に促す 
 このカテゴリーは、⑲住民に地域における
支援の効力感を感じさせる、⑳課題を抱える
個に対する地域による支援について考える
機会を提供する、㉑地域に支援を要する人が
新たにいることへの気づきを促す、という３
つのコードからなる。 
 個を支える地域をつくるといううえにお
いて、ワーカーには、一つの事例の支援体験
をふまえて、地域に新たなニーズを抱えた人
への気づきを促すことが求められる。  
そこで、ワーカーは、一つの支援体験をとお
して、担い手である地域住民たちが、自分た
ちの行った活動の効力感や有用感を感じる
ことができるように働きかけたり、フォーマ
ルサービスだけで本人が支えられるもので
はなく、地域で支えあうことによって成立す
るということへの理解を促すなどしていく。
さらには、地域には同様の事例があるのでは
ないかという視野の広がりや他にも課題を
抱える個が存在するのではないかという気
づきが促すという働きかけを行っていく。 

 
⑧個を支援する環境を整える 
 このカテゴリーは、㉒住民が地域における
支援の有用感を感じることで、地域における
支援の質の向上を図ることを促す、㉓課題を
抱える個に対する支援を地域全体の取り組
みとする、㉔専門職と地域が協働して個を支
えるための連携体制を築く、㉕課題を抱える
個が地域で暮らすために専門職の責務につ
いて示す、㉖個を支える地域としての基盤を
より強化させる、という５つのコードからな
るものである。 
ワーカーは、一つの事例への支援体験をふま
えて、地域のインフォーマルサポート力を検
証したうえで、地域のインフォーマルサポー
ト力の向上に向けて働きかけることが求め
られる。 
そこで、地域が自分たちの支援における有用
感をもとにさらに支援の質の向上を促した
り、自分たちの支援を地域全体の取り組みへ
と広げていく働きかけを行っていく。また、
一つの事例だけでなく、地域全体で、長期的
に地域で個を支えていくことができるよう
に、地域と専門職が協働する連携体制を強化
したりするなどして、個を支える地域をつく
る働きかけを行っていく。 
 
「個を支える地域をつくる援助」の８つの

機能は、実践上有意義な内容を含むものであ
り、本研究ではさらなる詳細な記述を試みた
が、さらなる推敲を重ね、地域を基盤とした
ソーシャルワークの実践に寄与できるもの
として精度を高めていきたいと考えている。 
 
（２）高次脳機能障害の本人の力を活用した
ソーシャルワーク 
生活のしづらさに関する研究では、障害特

性に対する自己認識の困難さ［自己の認識と
事実のずれ］［積み重ねられない体験］と、
変化した自己への戸惑いや役割の喪失によ
る［自己への継続的否定］という課題が抽出
できた。他方、本人の変化は、他者から容易
には受け入れられず、本人の行為や意思が阻
まれる［他者からの継続的否定］が生じてい
ることがわかった。このような本人と他者と
の間で生じる課題は、［理不尽な評価］や［不
本意な支援］を生起させ、社会とのつながり
を希薄にする［社会関係の隘路］という課題
につながるものであった。すなわち、高次脳
機能障害者の生活のしづらさは、能力や機能
という身体に焦点化された課題であり、それ
が本人、他者、本人と他者間のネガティブな
作用によって生じていることがわかった。併
せて、それぞれの課題に対する働きかけの焦
点を 16 項目示した。整理すると①本人の不
安や動揺、②本人による解決プロセス、③環
境および社会関係、④社会制度やサービスへ
の働きかけであり、それは本人および社会の
変化を支え、本人と社会との肯定的な相互作
用の促進するものである。次の対象認識に関



する研究では、本人の解決プロセスを可視化
することを通じて、本人は自己認識が困難な
高次脳機能障害を受容も否定もしないまま、
障害から逃げない覚悟と本人なりの努力や
工夫によって現実に向き合い続けているこ
とがわかった。 
［参考文献］Gromwell,Ｄ., Wrightson, P., 
Waddle,P．（1998）Head Injury the Facts 
2ed.,Oxford University Press, 3-50． 
山田規久子（2011）『壊れかけた記憶，持続
する自我－「やっかいな友人」としての高次
脳機能障害』中央法規． 
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